
事務事業実績測定調書

～

分析
市有建築物保全計画の第Ⅱ期実施計画に
基づく保全工事を53施設で実施した。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 80%

53

R5 R2 R3

74 66 51 71 74

実績

目標
(見込み)

66 51 71

R2

単位 施設 単位

指標説明
改修工事等を行った施設数 当該年度の計画対象施設数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

保全が必要となる施設について改修工事等
を行う。

市有建築物保全計画に基づき、保全の検討
等を行う。

R3 R4

施設
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

市有建築物保全計画に基づき適切に施設の保全を行うことにより施設の安全性と機能性を維持し延命化を図ることができている。
各施設の利用者が安全かつ快適に利用することができている。

事業概要
市有建築物の安全性及び機能性を維持し延命化を図るとともに、維持補修等にかかる経費の財政負担の平準化を図るため、平成２３年４
月に策定した「市有建築物保全計画」に沿い、計画的に事業を推進していく。
各施設所管課（学校以外）からの改修依頼に基づき、各施設改修等の設計及び工事監理を実施する。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 庁舎等の市有建築物（学校以外）を管理する各施設所管課

サブターゲット 庁舎等の市有建築物（学校以外）の利用者

ターゲットが抱える課題
各施設所管部署が管理する市有建築物（学校以外）について、その施設の安全性及び機能性を維持し施設の
延命化を図るために、計画的な改修が必要となる。

ターゲットが抱える課題
各施設所管部署が管理する市有建築物（学校以外）について、その施設の利用目的や状態の変化などに即した
適切な整備・改修が必要となる。

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 不明 年度 ～ 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 1.安全で、利便性の高いまち
施策目標 5.快適で暮らしやすい環境を備えたまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 市有建築物整備・保全事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
173,202 391 491

今後の
取組方針

市有建築物保全計画第Ⅲ期実施計画（令和3年度～令和7年度）に基づき、施設所管部署とも連携を図りながら引き続き効率的・効果的な改修・更
新工事を進めていく。

総括的分析
市有建築物保全計画第Ⅲ期実施計画に基づき保全工事及び計画以外の工事、その他緊急工事を行った。また、各施設所管課（学校園を除く）か
らの改修依頼に基づき、各施設改修等の設計及び工事監理を実施した。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 0 0 0 0

府支出金 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

一般財源 176,143

歳
入

国庫支出金 0 0 0 0

受益者負担（使用料・手数料） 0 0 0

その他 0 0 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 176,143 173,202 170,400
物件費計 63 0 391 491 80%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） 1,839 0 3,014

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 174,241 173,202 166,995

特別職非常勤 － － 0

人件費計 176,080 173,202 170,009

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.80
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 21.25
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析
未利用地の有効活用については、検討の結
果として処分の方向性が定まれば、売却手
続きを進める。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度

0

R5 R2 R3

14,718 － 2 0 1

実績

目標
(見込み)

－ 23,600 576

R2

単位 千円 単位

指標説明
用地活用による財源確保額 有効活用が行える用地件数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

学校園用地や関連用地が有効に活用され
る。

学校園用地や関連用地の有効活用に係る取
り組みを実施する。

R3 R4

件
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できている。

事業概要
学校園用地の借地手続き及び使用許可など施設・用地管理を行うとともに、学校園用地・関連用地と庁内管理部署との整理を行いつつ、
未利用地については、払い下げや駐車場等の有効活用を図る。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校に通学する児童・生徒

サブターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題
学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できるよう必要な施設整備や保全を実
施する必要がある。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条7号

関係補助金名称 サンセット

事業期間 不明 年度 ～ 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 学校園用地等管理事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
－ 5,080 3,946

今後の
取組方針

各事務は現状のまま継続とし、学校園関連用地の有効活用については、検討の結果として処分の方向性が定まれば、売却手続きを進める。

総括的分析
学校園用地の借地手続き及び使用許可など施設・用地管理を行うとともに、学校園用地・関連用地の庁内管理部署との整理を行いつつ、未利用地
については、払い下げや駐車場等の有効活用の検討を行った。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 － － 1,640 1,400

府支出金 － － 0 0

市債 － － 0 0

一般財源 －

歳
入

国庫支出金 － － 0 0

受益者負担（使用料・手数料） － － 1,640

その他 － － 0 0

1,400

附属機関委員 － － 0

歳出計 － － 18,154
物件費計 － － 6,720 5,346 126%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） － － 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 － － 11,434

特別職非常勤 － － 0

人件費計 － － 11,434

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 1.55
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析
依頼件数については一定数で推移してい
る。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 82% 82%

815 815

R5 R2 R3

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

実績

目標
(見込み)

1,000 1,000 1,000

R2

単位 件 単位

指標説明
環境整備実施件数 環境整備依頼件数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

学校園及び市有施設が安全で快適に利用
できている。

依頼に対し、環境整備が行われる。
学校園や市有施設担当課から環境整備の依
頼を受ける。

R3 R4

件
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校園施設において、快適な学習環境が確保・改善できるよう、適切な環境整備が執行出来ている状態。

事業概要
学校園および市有施設担当課からの業務応援等依頼に基づき、市有施設の建物の補修やペンキ塗り替え、敷地内の樹木の剪定、除草
などを実施し、環境整備を図る。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校に通学する児童・生徒

サブターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題
学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できるよう必要な環境整備等を実施する
必要がある。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 2008（H20）年度 年度 ～ 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 市有施設環境整備業務

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
175,449 53,802 52,086

今後の
取組方針

職員が、調査・修理等で、学校を訪れた際には、簡易な補修・作業など校務員に指導を行い、迅速に現場で対応できるように再度指導を行い、当室
への依頼件数を減らす取り組みを行う。

総括的分析
学校園及び市有地担当課からの環境整備に係る業務依頼に基づき、直営及び委託により各施設の環境整備を実施した。なお、目標とした件数は、
過去の依頼実績に基づく予測数値であり、実際には対応可能な依頼に対ししてすみやかに対処し、全て実施済みである。また、実績件数はここ数
年一定数で推移している。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 0 507 239 600

府支出金 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

一般財源 127,090

歳
入

国庫支出金 0 507 0 0

受益者負担（使用料・手数料） 0 0 0

その他 0 0 239 600

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 127,090 175,956 176,059
物件費計 11,005 43,675 54,041 52,686 103%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 116,085 132,281 122,018

特別職非常勤 － － 0

人件費計 116,085 132,281 122,018

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 15.30
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析
対象室の全空調設備について、適正に維持
管理等が実施されていた。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 100% 100%

1 2,521

R5 R2 R3

- 2,521 － － －

実績

目標
(見込み)

1 - -

R2

単位 回 単位

指標説明
学校施設における空調設備の維持管理室数
に対しての整備回数

小中学校における空調設備の維持管理室数
（ただし、幼稚園及び留守家庭児童会室（別
棟のもの）を除く）

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

学校環境整備に係る維持管理・運営業務が
適正に行われる。

学校環境整備に係る維持管理・運営業務を
実施する。

R3 R4

室
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に施設を利用することができている。

事業概要
空調設備及び校庭等の芝生整備等の校内緑化等の事業者が行う維持管理・運営業務について、適正かつ確実なサービスの提供がなさ
れているかどうかのモニタリング（監視）を実施する。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 学習環境整備の対象となる枚方市の公立小学校及び中学校に通学する児童・生徒

サブターゲット 学習環境整備の対象となる枚方市の公立小学校及び中学校を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題 学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に施設を利用することができない。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 2008(H20)年度 年度 ～ 2020(R2)年度 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 学習環境整備ＰＦＩ事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
－ 165,852 183,363

今後の
取組方針

令和３年３月末の本事業終了後、「学校空調設備更新・維持管理事業」として実施。

総括的分析本事業が令和３年３月末で終了するため、今後の空調設備の更新及び維持管理等について検討が必要。

６．今後の方向性
区分 終了

歳入計 － － 0 0

府支出金 － － 0 0

市債 － － 0 0

一般財源 －

歳
入

国庫支出金 － － 0 0

受益者負担（使用料・手数料） － － 0

その他 － － 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 － － 172,631
物件費計 － － 165,852 183,363 90%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） － － 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 － － 6,779

特別職非常勤 － － 0

人件費計 － － 6,779

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 0.85
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析

当該年度については、今後、空調設備の更
新等を検討するための可能性調査及び令和
３年度に実施する保守点検業務の発注に向
けた手続きを行った。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度

0

R5 R2 R3

100 － 2,521 2,492 2,492

実績

目標
(見込み)

－ 100 100

R2

単位 ％ 単位

指標説明
空調設備の維持管理室数に対しての実施率

小中学校における空調設備の維持管理室数
（ただし、幼稚園及び留守家庭児童会室（別
棟のもの）を除く）

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

空調設備の更新・維持管理が適正に行われ
る

小中学校の空調設備の更新・維持管理を実
施する

R3 R4

室
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

小中学校の児童・生徒を主とした利用者が安全で快適に施設を利用することができている

事業概要 小中学校の教室等の空調設備の更新及び点検・清掃・修理等の維持管理を実施する。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 枚方市の公立小中学校に通学する児童・生徒

サブターゲット 枚方市の公立小中学校を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題 小中学校の児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に施設を利用することができない

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 R2年度（2020年度） 年度 ～ 年度まで

16-3.学校園施設等の整備

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 学校空調設備更新・維持管理事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
－ 0 0

今後の
取組方針

学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に施設を利用することができるよう、令和３年度に空調設備更新等の可能性調査を
実施し、その結果に基づき更新及び適切な維持管理を行う。

総括的分析
令和３年３月末に学習環境整備PFI事業が終了するため、今後の空調設備の更新等を検討するための可能性調査及び令和３年度に実施する保守
点検業務の発注に向けた手続きを行った。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 － － 0 0

府支出金 － － 0 0

市債 － － 0 0

一般財源 －

歳
入

国庫支出金 － － 0 0

受益者負担（使用料・手数料） － － 0

その他 － － 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 － － 3,190
物件費計 － － 0 0 －

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） － － 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 － － 3,190

特別職非常勤 － － 0

人件費計 － － 3,190

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 0.40
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

55

達成度 97% 100%

分析
中学校1校について計画未実施。計画工事
内容の優先順位を変更して実施した学校が5
校あり。

36

指
標
数
値

R2

36 55 53 55

実績 35

36

指
標
設
定
②

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

指標説明
改修工事等を行った学校数 当該年度の計画対象学校数

単位 校
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

単位 単位 校

55 53

達成度 80% 100%

8

R3 R4 R5 R3 R4R2 R3 R4 R5 R2

R5 R2 R3

31 10 32

R5
目標

(見込み)

分析

トイレ整備工事予定10件の内、８件の工事を
完了した。中学校の教室棟トイレの２件は、新
型コロナウイルス感染症による夏休み期間短
縮の影響により実施できなかった。

ロジックモデル②

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

保全が必要となる学校について改修工事等
を行う。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

学校整備計画に基づき保全の検討等を行う

31 31

実績

目標
(見込み)

10 32 31

10

単位 校 単位

指標説明
工事実施箇所（系列）数 当該年の計画対象箇所（系列）数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

小中学校のトイレ改修が進む。 小中学校のトイレ改修事業を行う。

R2 R3 R4

箇所
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

「枚方市学校整備計画」に基づき、適切な学校施設の整備が行われている状態。
学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できている。

事業概要

・「枚方市学校整備計画」に基づき、学校施設の総合的かつ計画的な整備や保全を行う。
・プール施設など「枚方市学校整備計画」外の工事を行う。
・各施設の建築物・設備などの点検業務等を行う。
・学校トイレを乾式化にするとともに洋式トイレに改修し多目的トイレの整備を行う。
・国庫補助の対象となる、学校施設整備について、学校園施設環境改善交付金などの申請を行う。また、円滑な国庫補助金事務を遂行
するため、学校園施設台帳の整備、府・国からの各種調査への対応及び情報収集を行う。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校に通学する児童・生徒

サブターゲット 枚方市の公立小学校及び中学校を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題
学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できるよう必要な施設整備や保全を実
施する必要がある。

ターゲットが抱える課題
老朽化した学校施設が一斉に更新時期を迎えることになるため、施設の長寿命化や学校規模等の適正化を図る
必要がある。

根拠法令等 地域教育行政の組織及び運営に関する法律第23条７号

関係補助金名称 学校園施設環境改善交付金、公立学校施設整備費負担金 サンセット

事業期間 不明 年度 ～ 年度まで

16-3.学校園施設等の整備

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 学校整備・保全事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



分析 枚方市学校整備計画に基づき実施した。

指
標
設
定
③

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 100% 100%
26 26

R4 R5
目標

(見込み)
26 66 63

R2 R3 R4 R5 R2 R3

55 26 66 63 55

指
標
数
値



(

目
標

)

R2 R3 R4 R5

単位 件

指標説明
国庫負担（補助）金事業の採択件数

単位

実績

件
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

単位

国庫負担（補助）金事業の申請件数

ロジックモデル③

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

国庫補助の対象となる事業が採択され、国庫
負担金・国庫交付金が交付される。

学校施設の増改築や大規模改造事業など、
国庫補助の対象となる学校施設整備につい
て、申請手続きを行う。



（人）

５．総括的分析
－ 731,024 611,470

今後の
取組方針

「枚方市学校整備計画」に基づき、学校施設の総合的かつ計画的な整備や保全の推進に向けて取り組みを進める。また、国庫補助の対象となる学
校園施設整備について申請手続きを行う。

総括的分析

「枚方市学校整備計画」に基づき、財政負担の平準化を図りつつ、計画的に改修・更新工事を進めている。令和2年度は、当該計画に沿って学校園
施設の改修･更新工事を実施し、施設の適正な維持保全を図った。また、国庫補助の対象となる学校園施設整備について、申請手続きを行った。
円滑な国庫助成金事務を遂行するため、学校園施設台帳の整備、府・国からの各種調査への対応を行った。なお、令和2年度予算額には、当該令
和3年度執行予定の事業費が一部含まれている。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 － － 1,537,507 3,539,996

府支出金 － － 0 0

市債 － － 1,202,800 2,774,600

一般財源 －

歳
入

国庫支出金 － － 328,732 759,019

受益者負担（使用料・手数料） － － 0

その他 － － 5,975 6,377

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 － － 2,460,498
物件費計 － － 2,268,531 4,151,466 55%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） － － 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 － － 191,967

特別職非常勤 － － 0

人件費計 － － 191,967

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 24.45
任期付職員 1.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析
当該年度は実績なし。令和3年度より津田中
学校３教室、枚方中学校４教室の整備工事を
実施予定。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度

R5 R2 R3

7 － 7 7 7

実績 0

目標
(見込み)

－ 100 100 100 － 7 7

R2

単位 室 単位

指標説明
全教室数に対する実際に使用されている教
室の割合

整備された教室数 不足教室数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

教室数の増加により、今後の生徒数の増加
に対応した適切な学校設備が整備できてい
る。

工事の実施により、普通教室の数が増える。
津田中学校３教室、枚方中学校４教室の整
備工事を実施。

R3 R4

室
指標種類 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

％

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

適切な学校施設の整備が行われている状態。

事業概要

・津田中学校は、児童数の増加により令和４年度から教室数が不足すると予測されることから、教育環境の整備・向上を図るため、教室を
新たに整備する。
・枚方中学校は、生徒数の増加により令和４年度から教室が不足すると予測されることから、教育環境の整備・向上を図るため、教室を新
たに整備する。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 学校施設を利用する児童・生徒

サブターゲット 学校施設を利用する市民全般

ターゲットが抱える課題
学校施設を利用する児童・生徒を主とした利用者が、安全で快適に利用できるように施設整備や保全を実施する
必要がある。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第21条７号

関係補助金名称 サンセット

事業期間 2020（R2）年度 年度 ～ 年度まで

16-3.学校園施設等の整備

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 16.子どもたちの生きる力を育む教育が充実したまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 教室不足対応事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
－ 11,274 11,274

今後の
取組方針

児童数の増加により令和４年度から教室数が不足すると予測される津田中学校、枚方中学校において、教育環境の整備・向上を図るため、教室を
新たに整備していく。

総括的分析
教室数が不足すると予測される小学校・中学校において、教育環境の整備・向上を図るため、児童数の増加に対応した適切な教室整備を計画・検
討した。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 － － 0 0

府支出金 － － 0 0

市債 － － 0 0

一般財源 －

歳
入

国庫支出金 － － 0 0

受益者負担（使用料・手数料） － － 0

その他 － － 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 － － 19,249
物件費計 － － 11,274 11,274 100%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） － － 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 － － 7,975

特別職非常勤 － － 0

人件費計 － － 7,975

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 1.00
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析

平成30年10月から建設工事に着手し、令和2
年度は大・小ホールの舞台設備工事や施設
内各所の内装工事及び外構工事等を行い、
令和3年9月の開館をめざし工事を進めた。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 98%

98

R5 R2 R3

― ― ― ― ―

実績

目標
(見込み)

100 ― ―

R2

単位 ％ 単位

指標説明
総合文化施設の整備に関する進捗度 総合文化施設の設計進捗度

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

総合文化施設が整備される。 総合文化施設に係る設計業務を実施する。

R3 R4

％
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

様々なジャンルの優れた文化芸術に触れる機会を作ることで、幅広い年代の方が、枚方市内でそれぞれのニーズに合った文化芸術を享
受することができる。また、枚方市内でそうした機会を作ることで、文化芸術にあまり関心がなかった人（やその子供）も、文化芸術に触れる
機会が得られている。

事業概要
総合文化施設に係る設計業務については、積極的に民間ノウハウを活用する観点から、プロポーザル方式により設計事業者を選定し進
めている。平成29年度に設計をまとめ、平成30年度から工事に着手。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 枚方市内で文化芸術を鑑賞・体験する機会を求めている市民

サブターゲット 市内外から参集する多くの人々が枚方市駅周辺で飲食や買い物をすることで、経済効果が期待できる。

ターゲットが抱える課題
文化芸術を享受するため、大阪市内や京都市内へ足を運ばなければならない。よって、文化芸術に関心がある
人（やその子ども）しか、文化芸術に触れる機会が得られない。

ターゲットが抱える課題 年代や関心の違いによって、求める文化芸術のジャンルがさまざまである。

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 2015（H27）年度 年度 ～ 年度まで

17-1.総合文化芸術センターの整備と市民文化の発信

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 非選択的事業 区分 非選択的事務事業

R3 R4

総合計画体系
基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち
施策目標 17.誰もが文化芸術やスポーツなどに親しみ、学び、感動できるまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 ○ 市政運営方針 R2

事務事業名称 総合文化施設整備事業（施設整備室）

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
52,111 ▲ 2 0

今後の
取組方針

令和3年9月の開館をめざし工事を進める。

総括的分析
平成30年10月から建設工事に着手し、令和2年度は大・小ホールの舞台設備工事や施設内各所の内装工事及び外構工事等を行い、令和3年9月
の開館をめざし工事を進めた。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 0 0 2 0

府支出金 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

一般財源 38,165

歳
入

国庫支出金 0 0 0 0

受益者負担（使用料・手数料） 0 0 2

その他 0 0 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 38,165 52,111 51,838
物件費計 0 0 0 0 －

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 38,165 52,111 51,838

特別職非常勤 － － 0

人件費計 38,165 52,111 51,838

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 6.50
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析

アスベスト含有吹付材が使用されている施設
（対象施設）において、「市有施設における吹
付アスベスト等の管理マニュアル」に基づくア
スベスト含有吹付材の劣化状況の目視点検
及び室内空気濃度測定を実施した。

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度 100% 100%

4 4

R5 R2 R3

4 4 4 4 4

実績

目標
(見込み)

4 4 4

R2

単位 施設 単位

指標説明
調査済み施設数 対象施設数

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

適切な監視により、アスベストの飛散がなく安
心して施設を利用できる。

対象施設について、アスベスト含有吹付け材
の劣化状況の目視点検及び室内空気濃度
調査を実施する。

R3 R4

施設
指標種類 増加することが良いとされる指標 増加することが良いとされる指標

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

適切な監視により、アスベストの飛散がなく安心して施設を利用できている。

事業概要
アスベスト含有吹付け材が使用されている施設（対象施設）において、「市有施設における吹付けアスベスト等の管理マニュアル」に基づき
アスベスト含有吹付け材の劣化状況の目視点検及び室内空気濃度調査を実施する。

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 対象施設を管理する施設所管部署

サブターゲット 対象施設の利用者

ターゲットが抱える課題 対象施設のアスベストの飛散防止のための適切な監視。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 2005（H17）年度 年度 ～ 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 5.自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち
施策目標 26.安全で良好な生活環境が確保されたまち

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 市有建築物アスベスト対策事業

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
996 99 670

今後の
取組方針

劣化状況の目視点検及び空気濃度調査を実施し、必要に応じ除去工事の検討を行い適切な飛散防止対策を図る。

総括的分析
アスベスト含有吹付材が使用されている施設（対象施設）において、「市有施設における吹付アスベスト等の管理マニュアル」に基づくアスベスト含有
吹付材の劣化状況の目視点検及び室内空気濃度測定を実施した。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 0 0 0 0

府支出金 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

一般財源 1,073

歳
入

国庫支出金 0 0 0 0

受益者負担（使用料・手数料） 0 0 0

その他 0 0 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 1,073 996 976
物件費計 119 114 99 670 15%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） 0 0 0

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 954 882 877

特別職非常勤 － － 0

人件費計 954 882 877

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.00
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 0.11
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制



事務事業実績測定調書

～

分析

指
標
設
定

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

達成度

R5 R2 R3

実績

目標
(見込み)

R2

単位 単位

指標説明

単位

R4 R5

２．ロジックモデル及び指標設定

ロジックモデル

アウトカム
（活動効果）

アウトプット
（活動結果）

インプット
（活動）

R3 R4
指標種類

指
標
数
値

R2 R3 R4 R5

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

室の運営業務が円滑に実施できている。

事業概要 室の運営業務

関係附属機関名称

事業対象

メインターゲット 室の所管事務を行う職員

サブターゲット 室の所管事務に関わる他部局

ターゲットが抱える課題 室の運営業務を円滑に実施する必要がある。

ターゲットが抱える課題

根拠法令等 決裁

関係補助金名称 サンセット

事業期間 不明 年度 ～ 年度まで

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 庶務的事務 区分 庶務的内部管理事務

R3 R4

総合計画体系
基本目標 9.施策体系外
施策目標 99.施策体系外

実行計画名

市長公約との関係 所信表明 市政運営方針 R2

事務事業名称 施設整備室運営事務

測定年度 2020（R2）年度 部 都市整備部 課 施設整備室



（人）

５．総括的分析
7,964 2,121 3,703

今後の
取組方針

他部局と連絡、調整を図りながら、正確かつ迅速に事務処理を行い、円滑な事務執行を行う。

総括的分析
庁内外への照会・回答処理事務、他課依頼事業の連絡調整事務など、室の運営事務を実施。また、突発的に発生した業務については都度ミーティ
ングを行い、担当者ごとの業務量の調整を図りながら施設整備室運営事務の効率的・効果的な執行に努めた。

６．今後の方向性
区分 現状維持

歳入計 0 0 0 0

府支出金 0 0 0 0

市債 0 0 0 0

一般財源 13,150

歳
入

国庫支出金 0 0 0 0

受益者負担（使用料・手数料） 0 0 0

その他 0 0 0 0

0

附属機関委員 － － 0

歳出計 13,150 7,964 45,419
物件費計 1,307 829 2,121 3,703 57%

会計年度任用職員（時間外、交通費等含む） 0 0 1,016

歳
出

人
件
費

正職員、再任用、任期付 11,843 7,135 42,282

特別職非常勤 － － 0

人件費計 11,843 7,135 43,298

H30決算額 R1決算額 R2決算額 (参考)R2予算額 (参考)予算執行率

附属機関委員 0.00

４．決算額

※「正職員、再任用、任期付」の人件費については、人員配置をもとに平均人件費を乗算しています。
※R2年度から会計年度任用職員制度が創設されたこと等に伴い、H30年度、R1年度の「人件費_会計年度任
　 用職員」欄については、過去の調書の「非常勤職員人件費」「臨時職員人件費」の合計を転記しています。
※「歳入計」欄および「一般財源」欄には物件費に充当されるものを記載していますが、H30年度、R1年度は
　 人件費に充当されるものも含まれています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千円)

会計年度任用職員 0.46
特別職非常勤 0.00

正職員（再任用） 5.36
任期付職員 0.00

R2
３．人員体制


